
美 術 科 授 業 案 

日 時 平成 30 年 3 月 7 日（水）４校時 

生 徒 ２年 C 組 男子 17 名 女子 18 名 

授業者 更 科 結 希 

授業場 美 術 室 

 

１ 題材名 「美しく光を透かすランプシェード」 〔Ａ表現（１）（３）・Ｂ鑑賞〕 

 

２ 題材の目標 

  暮らしの中にある「あかり」の役割や機能に着目しながら、美しい光を透かす形のある空間を想起して、

紙の加工法の試行や場に応じた形状の検討し、構想を練ることができるようにさせる。また、よりよい形

を追求するために、鑑賞から得た知識を生かし、形の形成を行う中で、形と光がもたらす見え方や受け取

るイメージの違いを、実感を伴いながら理解することができるようにさせる。 

 

３ 題材について 

（１） 題材観 

美術科において，感性や想像力などを豊かに働かせて，思考・判断し，表現したり鑑賞するなどの資質・

能力を相互に関連させながら育成することや生活を美しく豊かにする造形や美術の働き，美術文化につい

ての実感的な理解を深めることに更なる充実が求められている。本題材では，目的や条件に応じたデザイ

ンの役割について実感を伴いながら理解できるよう，表現と鑑賞を相互に関連させ，〔共通事項〕の「形や

色彩，材料，光などの性質や，それがもたらす感情を理解する」といった造形的な視点で対象を捉えるこ

とを通し，資質・能力の獲得につなげていく。 

本題材では、新学習指導要領において，新たに加わったデザイン・工芸分野における主題の生成と客観

的な視点をもって効果的に活用しながら広い視野で総合的に捉え、発想・構想することに着目した。こう

した資質・能力の獲得のためには、生徒の感性や想像力に実感的に働きかける題材の在り方として，鑑賞

の視点を表現に結び付けようとする相互の関連が大切である。 

本題材は，暮らしの中のインテリアの役割や照明の役割に焦点を当て、デザインについて考えていくも

のとした。生徒は自分の生活を想起しながら、目的や条件を設定し構想を立て、よりよい形を目指してく。

表現することを通して、選ぶ立場としての機会が多くなる生活と密接に関わる「工芸・デザイン」につい

ての考えや造形の見方や感じ方を深めていきたいと考える。 

今回、形作りに使用するﾌｧｲﾊﾞｰｸﾗﾌﾄ紙は、水につけると柔らかくなり、乾燥すると硬化する性質を持ち、

骨組みが必要のない素材である。そのため、形のよさを十分検討することができ、よりよい形の検討を図

る上で適しているものと考える。 

 

（２） 目指す児童・生徒像 

  図画工作・美術科が目指す生徒像は「表したい想いの実現に向け，試行や再考を繰り返し，創造活動の

価値を見いだすことができる」姿である。本題材においては，対象や事象を捉える造形的な視点について

実感的な理解を深め，感性や想像力を働かせて造形的なよさや美しさ，意図と表現の工夫などについて考

え，創造的な表現の構想を練ることを目指している。そして，価値や心情を感じ取る感性を培い，美術文



化の継承と創造への関心を持つために，他者と協力し，思い描く表現の実現のための試行を繰り返し，創

造活動の価値を見いだすことにつなげたいと考える。 

  美術科は，感性や想像力をはたらかせ，新しい価値を生み出すために，実体験を通して学ぶことができ

る教科であるからこそ，新たに学習することとこれまでの学習や生活経験との関連を十分に想起させなが

ら学習を進めていく必要があると考える。 

  

（３）指導観 

本題材は，目的や条件のもと主題を考え、形を形成していくため，個人が感覚的に持っている「よりよ

い形」のイメージで終わるのではなく、視点を共有し、形に結びつけていく構想の時間が重要となる。自

分の考えを形に置き換えていく際に、形に光がどのように透かされた状態がよいと感じるのかを実感させ

ていくことが大切である。 

 本題材における一貫した主体的な学び 

小学校段階では、自分の感覚や行為を通して、形や色などの造形的な特徴を理解すると共に、自分のイ

メージをもつことが必要とされている。中学校２・３年生では目的や機能を考えた発想・構想の場面で、

形や色彩の知識を活用して感情にもたらす効果を理解し、どのような感じで表現したいか主題と照らし合

わせながら構想を練ることが求められている。 

本題材における造形的な視点は、形本来が持つ美しさと光を透かしたことによる見え方の違いがあるこ

とに気づき、それを利用して目的や場面に応じた形を自在に操作していくことである。また、こうした視

点で物事を捉えることは、美術科が求める造形的な見方・考え方を広げ、暮らしの中に存在する造形の役

割や自分の見方や考え方を深め、創造の意味や価値についての深い理解へとつながっていくだろうと考え

る。 

そのために、手立ての具体としては，題材構成における「みる」視点と「つくる」ことを連動させてい

くための鑑賞と表現の相互の関連を図ることによって主体的な学びへと向かわせる（個の確立）の場の設

定をする。また、「みる」視点の共有化を図ることによって、構想してきたことがどのように自己の表した

いことと関連しているかについて考えを深めていくための発問を行う（個の内面化）。 

こうした手立ての前提として、題材の見通しを記す「プラニングシート」を全時間実施していく。「プラ

ニングシート」は随時変更や追記が可能なものとして扱うことで、常に構想し、自己の考えを表出してい

くこと自体が、創造の土台となっていくことを美術科として大切にしたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手立て】 

形の違いによる光

の見え方、形自体の良

さに気づき、目的や条

件にあったよりよい

形を目指すために、段

階に応じた学びが実

際に表していること

との関係性について

問う。手だてⅠ 
 

鑑賞によっ

て形を「み

る」視点を共

有し、それを

生かして表

現する題材

とする。題材

の構成と一

単位授業の

構成の工夫 

【資質・能力】 
〇目的や条件を踏ま

え、表したい形と造

形的な視点を持ち，

創造的に表す。 
●表現の意図と工夫，

暮らしの中におけ

る造形の役割につ

いて考え，美術に対

する見方や感じ方

を深める。 

【本題材における視点となる項目】 
・形と光を透かした時に生かされる

形には違いがある。 
・目的や条件の中で、必要な形や光に

ついて考える。 
・目的や条件の中で、最適な形を見出

していく。 
・素材の特性を生かした、形の最適化

を図る 
 
 



４ 評価規準 

 関心・意欲・態度 発想・構想 創造的な技能 鑑賞 

ア 主題などを基に，主体

的に創造的な構成を工夫

して構想を練ろうとして

いる。 

イ 材料や用具の特性など

を活かし，見通しをもっ

て表現しようとしてい

る。 

ア 主題などを基に想像力

を働かせ，形や質感の効

果を行かして，省略，強調

などを考え，創造的な構

成を工夫して，心豊かな

表現の構想を練ってい

る。 

 

ア 表したいイメージを持

ちながら，自分の表現意

図に合う新たな表現方法

を工夫するなどして創造

的に表現している。 

 

ア 造形的なよさや美し

さ，表現の工夫について

思いや考えを説明し合い

対象の見方や感じ方を広

げ鑑賞している。 

 

５ 学びの過程のデザイン（全６時間） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 習 活 動 一貫した主体的な学び 
対話を生み出し見方・考え

方を高める教師の関わり 

【他者との対話】 
 いくつかの作例から、光

を美しく透かしていると感

じる視点について、他者の

考えに触れ、自らの形の構

想に生かしていく。 

表
現
を
支
え
る
鑑
賞
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
形
を
追
求
し
て
い
く
視
点
を
学
ぶ 

 

・仲間の場面や目的に合わせて制作
した「あかり」を鑑賞し、他者に
とってのよりよい形と自分にとっ
てのよりよい形の違いから、形と
感じ方の関係について考える。 

【題材の振り返りと「題材を通した
問い」に対する考えのまとめ】 

【他者との対話】 
光を美しく透かすために大
切にしたいことと、実際に
表していることを比較し、
多様な視点からの意見をも
とに、形の調整を図る。 

１時間目 

・暮らしの中の「あかり」や「シェー

ド」の役割や機能について考える。 
・制作の見通しをプラニングする。 
【課題の把握と見通し】 

2 時間目【本時】 

関ア 鑑ア 

・光を美しく透かすために大切にした

いことを元に、形成する。 
・素材にあった道具を適切に扱い表し

ていく 
【制作の場面】 

3 時間目 

4/5 時間目 

６時間目 

・紙の特性を試行しながら学び、形の
構想に生かす。 

・場面や目的に合う、形の構想をする 
・紙の加工法から、表したい形に生か
すものを選択する。 

【構想の場面】 

関イ 発ア 

関イ 技ア 

・抵抗のある紙で試作品をつくる 
・よりよい形になるように、調整を加
えながら整えていく 

【構想から制作へ】 

関わりから比
較して実感し
たことを元
に、次時への
改善の見通し
や具体的な調
整について発
問するⅠ 

発ア 技ア 

技ア 

試行や構想し
たことと、よ
りよい形と実
感することの
つながりにつ
いて発問す
る。Ⅰ 

題材を通した
問いついて発
問するⅠ 



６ 本時について（２／全６時間） 

（１） 本時の目標 

  目的にあった「あかり」の場面の構想を膨らませ、素材や場面の条件を加味した上で、互いの試行を見

合う中から、自分の求める形につなげる形や加工の要素を見出すことができる。 

（２）本時における研究の視点 

  指導観に示したので省略 

（３）本時の展開（○発問，△補助発問，□指示・説明） 

学習活動（下位目標） 主な働きかけ・手立て 
【評価方法】 

個に応じた指導 

１ 前時の自分の課題から本時の見

通しを持つことができる 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 作例から紙の加工の仕方と光の

効果によって見え方が異なること

を学ぶ。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ いくつかの試作から、自分の表し

たいことに近い表現について考えカ

ードに書くことができる。 
 
 
４ 次時への課題から計画を立て直

したり、追記することができる。 

□前時で課題に挙げていたことや今日の見通

しについて確認しよう。 
△どこに置く「あかり」ですか？ 

△どんな「役割」を持たせたいですか？ 

□自分の目的に合った「あかり」のデザインに

つながる形のきっかけが見つかる構想の時間

にしよう 

 
 
 
〇次の作例の加工法は何からできているだろ

うか。（以下図を含め３点を掲示する） 
   
 
 
 
 
 
 
 
△形自体はこれ以外の工夫はないだろうか 
△紙の加工にはこれ以外も考えられるだろう  

 か 
□考えられることを、試作してみよう。同時に

実際のﾌｧｲﾊﾞｰｸﾗﾌﾄ紙で、できることも確認し

てみよう。（目的や条件の中で、やりたいことを見出す場面）  
 
〇作例以外の加工を見つけただろうか 
△その中でも、形の構想の候補になるものはあ

るだろうか 
〇なぜ、その加工が気に入ったのだろうか。 

（ピン！の理由） 

△その形を生かして表現しようとしたときに、 
注意すべきことはあるだろうか 
 
〇自分の目的にあった明かりのデザインにつ

ながる形のきっかけをつかむことはできただ

ろうか        手立てⅠ－２ 
 
□次の時間の見通しを確認し、計画の変更など

を記載しよう。 
 

【発言・プラニングシート】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【発言とこれ以降の試作】 
 
 
 
 
 
 
【 試 作 】 
〔試行場面の工夫〕 

・実際に使用する素

材 で の 試 行 

・試行しているもの

が、どのような光

の透け方になるか

確認できるよう場

の 設 定 を 行 う 

〔 素 材 の 試 行 〕 

・使用する用紙の抵

抗 を 感 じ と る 

・素材に適した加工

をするための道具 

 
 
 
【プラニングシート】 

 

【予想される生徒の発言】 
・紙を２重にする ・丸める 
・穴をあける ・折る 
・紙を通した光とそのまま光が漏れ
たり様子が異なる。２重にすること
でその隙間に光がいきわたる 

・作り方がわからなかったので、調べ
て確認する 
・どんな形がよいかアイディアが浮か
ばなかったので、決める 

  自分の目的や条件に合う「ピン！とくる形」の理由を探ろう 

【予想される生徒の発言】 
・クシャクシャにして柔らかくする 
・重ねて貼る 
・細かく折る ・折り目をつける 
・重なるところは暗く光が透ける 
・折り目を付けたところで透け方が
異なるだろう

【予想される生徒の発言】 
・形を積み上げていく・ねじって 
・切れ目だけを入れる・中に折り込む 
・光がだんだんと色が変化していく

様子が面白かったから、見ると和
むから 

・覆われているところと、抜けてい
るところの均一なバランスが良か
ったから 

・形にまんべんなく、光がいきわた
っていることで、寝室に合うと思
ったから 


